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２０２４年度 事業報告  

  

２０２４年の元旦に地震が発生した能登半島では、９月に追い打ちをかけるように豪雨が発生

し、さらなる甚大な被害を受けました。本会では、被災地支援の募金活動を行うとともに１１月

には職員を現地に派遣し支援を行ってまいりました。一日も早い復旧・復興を願っております。   
   
２０２４年度は、本会の基本理念「誰もが安心して幸せに暮らせるまちづくり」に基づく「第

五次町田市地域福祉活動計画」の３年目として重点事業に中心に取り組みを進めました。   
重点事業では、市の受託を頂き、１０月に市内３カ所目、４カ所目の「まちだ福祉〇ごとサポ

ートセンター」を忠生地区、南地区に開設いたしました。それぞれ地域福祉コーディネーターを

配置し、地域の身近な相談窓口として様々な相談に対応しています。 「災害に備えた意識啓発と

体制整備」では、毎年行っている災害ボランティアセンター設置・運営訓練に、災害ボランティ

アコーディネーターや青年会議所をはじめ多くの方にご参加いただきました。「福祉サービス事業

者や当事者団体など多様な主体との連携」は目標のフードドライブ活動には至りませんでした

が、地域公益活動の勉強会を開催しました。   
重点事業以外の取組みとしては、まず、独自事業である「フードバンクまちだ」が挙げられま

す。本事業が市民や事業者・団体に浸透し始め、多くの食材のご寄附を頂きました。特に、米不

足や価格高騰の際、多くの米をご寄附頂き困っている方たちに配ることが出来ました。２０２２

年度に開始した子育て応援企画「バザーでエール」は、これまでの年１回開催から季節に合わせ

た子ども服を提供できるように４回に分けて開催しました。福祉サポートまちだでは、第６期町

田市市民後見人育成研修の２年目として実務研修に取り組みました。   
市内１５カ所で運営している学童保育クラブでは、子供たち・保護者・地域に寄り添いながら, 

引き続き子どもたちの放課後の安全・安心、笑顔を守ってきました。２０２４年度は、１２クラ

ブで指定管理者選考があり、全て本会が受託することができました。このうち、「藤の台」と「な

んなる」は学校統合で新たに「本町田ひなた」と「成瀬」になりました。場所や環境が変わって

も、児童・保護者が安心して通えるように準備を進めました。また、絵画展やまちカフェなどで

町田市の学童保育クラブのＰＲ活動を積極的に行いました。町田ファミリー・サポート・センタ

ーでは安定的な運営を行うとともに子育て応援会員の拡充に取り組みました。   
さらに、本会の情報が必要な方に届くように、広報誌「まちだ社会福祉だより」の紙面をリニ

ューアルしました。  

 一方、せりがや会館の閉館や社会情勢の変化を見据え、同行援護事業、グループホーム「カブ

ス」、要介護認定調査は２０２４年度をもって終了いたしました。それぞれ、利用者、関係者等に

ご負担のかからないように、丁寧に事業の引継ぎを行いました。  

  

最後に、私たちの事業を様々な場面で応援してくれた「ＦＣ町田ゼルビア」がＪ１に昇格し、

最終節まで優勝を争い町田市民は大いに盛り上がりました。ゼルビアからたくさんの夢を与えて

頂き心より感謝いたします。   
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※各担当事業については、事業番号順に記載しています。 

 
 

 評議員会、理事会については、社会福祉法に基づき、適正な役員会運営に取り組みました。 

バザーでエールは、子育て世帯への支援に特化したバザーとして、子育て世帯のニーズに応え、

年４回、季節ごとの開催に取り組みました。販売は、衣類だけではなく、おもちゃ等も行い、限ら

れた開催時間であったにも関わらず、延べ約２９０名の方々が来場しました。また、ベビーカーや

チャイルドシートなどの大型商品は、予めホームページから商品を確認したうえで、購入できるよ

う、販売方法にも工夫を凝らしました。一方で「バザーでエール」は会場となるせりがや会館が２

０２７年３月で閉館になること、地域の中で子供服等の譲渡会などの取り組みが広がり始めたこと、

本会へのバザー品の提供が減少してきたことなどから、２０２４年度をもって終了といたしました。 

広報については、まちだ社会福祉だよりのリニューアルに取り組み、イラストや写真を活用し視

覚的にも魅力的な紙面作りや、ＱＲコードを活用しＳＮＳ・ホームページで内容を詳しく紹介する

など、限られた紙面で効果的な情報提供に努めました。 

ＢＣＰ訓練の一環として、新たに職員の安否確認システムを導入し、災害や緊急時における安否

確認、指示事項の通知・確認を通して、発災時の初動対応や事業継続対応の実効性の確保に努めま

した。 

総務係 
１ 法人運営事業 
（１）［評議員、理事、監事、委員、部会員、相談員の選出］ 

委員等の推薦変更等に基づき、適宜委嘱状の発行を行いました。 
 

（２）［評議員会、理事会の運営］ 
法人業務に重要な案件を審議する評議員会、理事会を円滑に運営しました。 

 （実施状況はP２４に掲載） 
      
    
 
 
（３）［役員等研修会］ 
   [日 時] ２０２４年７月１０日（水）午後２時～４時  商工会議所会議室＋ＷＥＢ開催  

[内 容] テーマ１「まちだ福祉○（まる）ごとサポートセンターの実践事例報告」   

テーマ２「第五次町田市地域福祉活動計画実施報告」  

[参加役員数] ６０名 

 

（４）［表彰式］ 
通年表彰として、本会に対し高額な金品を寄附された方や団体、本会の事業に対しその功績が      

顕著と認められた方や団体、役員として本会や地域福祉の増進に功績のあった方に表彰状及び感

謝状の贈呈を行いました。 
 

１ 法人総務課 

会議 回数 出席率 
評議員会 2回 74.4％ 

理事会 4回 80.0％ 
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［期 日］ １１月２日(土) 
［会 場］ 町田市文化交流センター６階ホール 

 
 
    
    
 
 
 
（５）［バザーでエール］ 
  子育て世帯への支援、SDGｓを意識したバザーを、せりがや会館を会場に開催しました。 
 ［日 時]  第１回 ２０２４年４月２５日（木） 午前９時３０分～正午  

第２回 ２０２４年７月 ６日（土） 午前９時３０分～正午 

第３回 ２０２４年１０月５日（土） 午前９時３０分～正午 

第４回 ２０２５年１月２９日（水） 午前９時３０分～正午 

［場 所］ 原町田４-２４-６ せりがや会館 ２階会議室、４階会議室  

［名 称］ 「バザーでエール」  

  ［参加人数］４回合計数２８９名（売上から推計） 

  ［売 上］ １３４，２００円 

 
２ 事務局運営事業 
（１）［広報］ 
①「まちだ社会福祉だより」は、掲載内容の少ない月と多い月との差があったため、紙面数を見 

直し、４面発行を３回、２面発行を３回に変更し、奇数月の１日に平均８６，０００部発行しまし

た。配布方法は、新聞折り込みのほか本会寄附者、行政窓口、福祉協力店等に配布したほか、広告

のみを希望する世帯にチラシを宅配する「チラッシュ」を利用した配布を実施しました。 
また２０２４年度は紙面のリニューアルを実施し、イラストや写真を活用し視覚的にも読みやす

いこと、ＱＲコードを使って詳しい情報やＳＮＳ・ホームページにスムーズにアクセスできること

等を意識した紙面づくりに取り組みました。 
②ＳＮＳの活用として、Ｉｎｓｔａｇｒａｍで社会福祉だよりの記事を紹介した他、職員採用で

は、ホームページから、ＷＥＢ説明会の申込みを受け付けるなど、幅広い年代の方にアクセスして

いただけるよう取り組みました。 
 
（２）［第五次町田市地域福祉活動計画推進委員会］ 
  第五次地域福祉活動計画の３年目の実践結果を、重点事業を中心に報告を行い、委員の方か

ら評価、ご意見をいただきました。           
 （実施状況はP２５～２６に掲載） 

 
（３）［苦情解決第三者委員会］ 
  今年度寄せられた、苦情・ヒヤリハットについて、原因と今後の対策について第三者委員に報     

告を行いました。 
［件 数］委員会審議事案０件、その他の報告事案４件 

 通 年 表 彰 
 表彰状 感謝状 役員表彰 

個人 2人 13人 6人 

団体 0団体 11団体  
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（４）［社会福祉援助技術現場実習］ 
  相談援助実習実施要綱に基づき、社会福祉士国家試験受験資格取得のための相談援助現場実習     

の実習生を年間合計５名受け入れました。実習で習得すべき知識や経験について、現場に沿った

実習プログラムに基づき実施し、有意義な実習となるよう努めました。 
 
（５）〔BCP訓練〕 
  災害ボランティアセンターの設置・運営に向けた訓練は、町田市立総合体育館を使用し、災害  

ボランティアコーディネーター養成講座の修了生、町田青年会議所、町田市の関係部署の方々に

もご参加いただき実施しました。併せて２０２４年度は、職員の安否確認システムを導入し、災

害や緊急時における安否確認、指示事項の通知・確認を通して、発災時の初動対応や事業継続対

応の実効性の確保に努めました。 
 
（６）［クラウドサービスやＡＩの活用によるＤＸ化の推進］ 

総合文書管理システムによる電子決裁・文書管理に取り組み、事務の効率化やペーパーレス化

の推進に取り組むことで、コピー用紙の購入量を前年比約２２％減少させることが出来ました。

またＡＩの活用によるＤＸの推進に向けて、試験的に業務にＣｏｐｉｌｏｔを導入し、活用可能

な範囲について検証を行いました。 
 

（７）［情報セキュリティ］ 
  個人情報研修については、全職員が柔軟に受講できる環境を整備し、オンライン受講に加え、

研修動画のオンデマンド配信により、研修受講率の向上と個人情報保護意識の更なる醸成に努め

ました。また、本会における情報セキュリティのマネジメントシステムの運用としてＩＳＯ２７

００１の認証維持審査を受け合格しました。 
 
（８）［職員人材育成・人事評価制度の導入］ 

福祉分野の専門的研修だけでなく、ビジネススキルの向上を目的に、外部研修システムを活用

した研修受講に引き続き取り組みました。また、人事考課制度の継続運用に取り組みました。 
 

（９）［ごはんでエール・学生にエール事業］ 
  フードバンクまちだに持ち込まれた食品を、生活福祉資金や緊急小口資金特例貸付の借受人で、

食の支援を希望する登録者（２１３人）に配布する「ごはんでエール」や、市内にある大学・短

大に通う学生で、仕送り額の減少や物価高騰等のため、生活費が足りず食生活に苦労している学

生を支援する「学生にエール」（登録者９４人）に向けて支援を実施しました。その他、２０２４

年度は、大学のサービスラーニングセンターを通じて、定時制高校に通う学生に対して定期的な

食材の提供を行うなど、支援の幅を広げることができました。一方で２０２４年度の支援につい

ては、能登半島地震の発生を受け、被災地への食材支援が優先されたことや米不足の影響を受け、

各エール事業で配布する食材の確保を十分に行うことができませんでした。 
 

 登録者数 食材提供回数 提供食材セット総数 
ごはんでエール 213人 4回 174セット 

学生にエール 94人 4回 90セット 

定時制高校向け  8回  
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１１ 生活福祉資金貸付事務事業 
  生活福祉資金については、教育資金において大学の減免制度や他制度利用が優先されるため、

貸付件数は年々減少傾向となっています。一方で、経済的困窮の増加や他の支援制度との連携、

事業の認知度向上により相談件数は増加傾向にあります。 
（実施状況はP２６～２８に掲載） 

（生活福祉資金実績）                         
 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 

相談数（延べ）   890件 1,347件 1,445件 1,800件 

貸付数 272件  171件 161件 150件 

貸付金額 93,347千円 81,400千円 65,246千円 82,434千円 

 

 

せりがや事業係 
６・７［福祉輸送サービス共同配車センター運営事業・市民外出支援サービス運営事業］ 
 障がいや高齢により、通院や外出に制限のある方々の外出支援を行いました。事業の実施にあた

り、町田市や運行団体であるＮＰＯ法人町田ハンディキャブ友の会、小田急交通南多摩株式会社と

の協定に基づき、連絡調整や運行支援を行い、３，３４０回運行しました。 
                              （実施状況はP２８に掲載） 

 
 
 
 
 
 

                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 
新規登録者 39人 29人 34人 28人 

退会者 20人 18人 11人 94人 

延べ登録者 497人 508人 531人 465人 

 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 
市内運行（あいちゃん号） 2,162回 2,137回 2,011回 2,092回 

市外運行（やまゆり号） 1,345回 1.520回 1,484回 1,248回 

合 計 3,507回 3,657回 3,495回 3,340回 
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１７［せりがや会館管理運営事業］ 
 ２０か所の福祉団体等が入居する他、市民の方々の地域活動の拠点の一つとなる「せりがや会

館」は、老朽化した建物の修繕を行いながら管理運営を行いました。 
             （実施状況はP２８に掲載 ） 

（貸出件数・利用人数） 

 
  
３１［障がい者グループホーム事業］ 
２００６年から運営してきたグループホーム「カブス」（定員４名）は、「町田市公共施設等再編

計画」に伴うせりがや会館の閉館決定や、市内の支援体制の充実を踏まえ、役割を終えたと判断し、

事業の移譲を検討してまいりました。 
利用者の生活への影響を最小限に抑えることを重視し、町田市、東京都の助言を受けながら協議

を重ねた結果、２０２４年度に社会福祉法人まちだ育成会への移譲が決定。２０２５年３月３１日

をもって本会としての運営を終了しました。 
なお、利用者４名の生活は継続され、希望する支援員も引き続き勤務しております。 

 
３３［要介護認定調査業務事業］ 
２０１３年４月から町田市の依頼を受け、介護保険の要介護認定調査事業を受託し、申請者や

ご家族への面談を通じた調査を実施してまいりました。 
しかし、事務所であるせりがや会館の閉館や他法人への事業移管が進み、本会の役割は一定の

区切りを迎えたと判断いたしました。加えて、ＩＴ化に伴う設備投資が困難なことから、２０２

４年度をもって事業を終了することといたしました。 
２０２４年度の調査件数は１，７８９件となりました。  

                  （実施状況はP２８に掲載） 
 （調査実績・件） 
 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 
調査完了数 2,203件 2,376件 2,404件 1,789件 

              
 
 
 

 ２０２１度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４度 
 貸出数 利用者 貸出数 利用者 貸出数 利用者 貸出数 利用者 

第一会議室 270件  3,321人 386件 4,734人 410件 5,287人 454件 6,431人 

第二会議室 148件 1,895人 220件 3,110人 132件 1,794人 196件 2,290人 

第一和室 26件 210人 70件 508人 75件 720人 124件 968人 

第二和室 89件 752人 105件 905人 129件 1,083人 175件 1,342人 

合 計 533件 6,178人 781件 9,257人 746件 8,884人 949件 11,031人 
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２ 地域福祉課 

２０２４年度は、１０月に忠生地区、南地区における「まちだ福祉〇（まる）ごとサポートセン

ター」（以下、「〇ごと」）を町田市から受託しました。「〇ごと」は、２０２２年１月からの堺、

２０２３年１月からの鶴川と合わせ、４拠点で地域福祉コーディネーターが活動しました。 

１年間を通じて「○ごと堺」は１,８３６件、「○ごと鶴川」は２,０４５件、開設６カ月間の期

間で、「○ごと忠生」は７８７件、「○ごと南」は６４３件の総計で５，３１１件の相談活動を行

いました。未設置の町田地区においても、２０２５年４月の「○ごと町田」開設に向けた準備を行

いました。 

地域課題の解決に向けた福祉ネットワーク構築のため、顔の見える関係づくりを目指す地区社会

福祉協議会への支援や各地域の地区協議会に参加しました。各地区の社会福祉議会や地区協議会で

は、地域の課題の解決に向け、さまざまな取り組みを行っていただいています。 

災害ボランティアコーディネーター養成講座を引き続き開催し、講座終了生に災害ボランティア

コーディネーターとして登録していただきました。災害ボランティアセンター立ち上げ訓練に、以

前からの登録者に加え、２０２４年度の講座終了者にもご参加いただきました。立ち上げ訓練には、

他にも、町田市青年会議所、町田市の関係部署の方々にもご参加いただき総勢５６名の参加者とな

りました。  

   

地域福祉第一係・地域福祉第二係、安心・暮らし事業担当  

１ 法人運営事業  

（１）［会員募集等］  

①社会福祉協議会会員募集  

 会員募集は、住民主体による、社協の組織・事業運営の根幹をなす事業です。町内会・自治

会、民生委員・児童委員など地域の方々と連携して実施しました。会費納入方法をコンビニエン

スストアでの納付の他、窓口での現金での納入、郵便振り込みなど、選択肢を増やすことで、利

便性を高め、実績を徐々に増やすことができました。 

              （※その他会員５００円未満の会費納入） 

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

正会員  
137,220円  

(217人)  

351,900円  

(270人)  

328,927円  

(270人)  

281,160円  

（253人）  

賛助会員  
1,286,776円  

(366人)  

1,285,466円  

(372人)  

1,191,960円  

(341人)  

1,110,501円  

（324人）  

特別会員  
3,035,908円  

(139人)  

3,075,441円  

(194人)  

3,362,293円  

(205人)  

3,590,174円  

（204人）  

団体会員  
2,652,277円  

(217団体)  

2,625,131円  

(223団体)  

2,534,777円  

(222団体)  

2,544,741円

（216団体）  

その他会員※  ‐  
6,500円  

(31人）  

2,700円  

（11人）  

800円  

（4人）  

計  7,112,181円  7,344,438円  7,420,657円  7,527,376円  
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②共同募金町田地区配分推薦委員会  

共同募金運動で集まった募金を、地域の福祉ニーズに応じた、適切な配分とするために、配分

推薦委員会委員会を３回開催し審議いただきました。  

歳末たすけあい募金配分基準を見直し、ボランティア団体からの申請に対して、配分額を決定

するための審議や、地区社協・児童福祉施設・ふれあいサロンへの合計4,320,348円の配分につ

いて調整いただきました。  

赤い羽根共同募金で集められた募金については、市内の福祉施設からの配分申請を協議し、東

京都共同募金会へ推薦しました。         

（実施状況はP２９に掲載）  

 ３ 地域福祉活動支援事業  

（１）［地域への主体的な参加を進める意識づくり］ 

住民主体の小地域福祉活動を推進するため、本会の地域福祉コーディネーターは、〇ごとの設

置がない地区も含め、各地区をのべ６９２回訪問し、関係づくりに取り組みました。地域住民や

関係機関との連携を深め、住民主体の活動への支援や、地域の生活課題の共有・解決に向けた取

り組みを行いました。  

（実施状況はP２９に掲載） 

（地区担当職員訪問実績）  

地区  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

町田地区  73件 113件 119件 112件 

南地区  97件 139件 144件 164件 

鶴川地区  82件 105件 103件 194件 

忠生地区  79件 110件 97件  87件 

堺地区  62件 106件 -      135件 

計  393件 573件 463件 692件 

        

①多様な世代や主体が学ぶ機会「出張講演会」  

コミュニティー支援として、町内会・自治会等の地域に出向いて行う「出張講演会」は、５つ

のテーマを提示し、開催を呼びかけました。１０件の申し込みがありましたが、うち２件は悪天

候等のため中止となりました。開催した８件のうち６件は「災害時のお薬」をテーマとして開催

いたしました。  

（実施状況はP２９に掲載）  

（出張講演会実績）                       

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

開催数 1回 14回 13回 8回 

参加者 15人 480人 307人 114人 

   

②福祉協力店登録事業  

２０２４年度は市内の商店や事業所５０か所において、募金箱の設置・まちだ社会福祉だより

の配布・あいちゃんクッキーの販売、会議や活動場所の貸し出し等の協力をいただきました。  

（実施状況はP３０に掲載）  
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（実施実績）  

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

店舗数  58店 55店 52店 50店 

                             

③あいちゃんクッキーの売り上げ支援  

アレルギー対応として、原材料からアーモンドプードルを除いた商品を開発し、学童保育クラ

ブのおやつとして販売を再開することが出来ました。  

あいちゃんクッキーは、福祉協力店やカフェ等に販売を依頼し、売り上げ支援を行いました。

また、通常販売に加えて、ハロウィンやクリスマス、ホワイトデーに向けたイベント向けの販売

に取り組みました。  

  

（３）［福祉サービス事業者や当事者団体など多様な主体との連携］  

① 多様な団体とのネットワーク支援  

障がい者福祉の関係者が集う「町田市障がい者福祉懇談会」、障がい福祉事業所の連絡組織で

ある「町田市社会福祉法人施設等連絡会」については、「町田市自立支援研究研修会」と統合し

たため、本会が担ってきた、事務局機能は終了しました。  

 地区協議会を始め、市民活動団体、関係機関の依頼に応じ、行事やイベントへの参加協力、ボ

ランティアの相談・調整、福祉学習への支援等を通して、ボランティア活動についての普及・啓

発など福祉への理解を図りました。               

  （実施状況はP３６に掲載）  

 （４）［誰もが集まれる居場所づくりへの支援］  

①子ども食堂や無料学習塾への立上げ、運営支援  

子ども食堂や多世代が集まる食堂は、市内３０カ所となり、延べ９１回フードバンク食材の提

供を行いました。また、助成金の情報提供や申請に関しての相談を受け、継続運営の支援を行い

ました。子ども家庭支援課が開催する、子ども食堂ネットワーク会議、研修会の開催に協力しま

した。食材配布はお米を中心に「おうちでごはん事業」を利用できなかったひとり親世帯へ、３

回配付しました。  

  

② ふれあいサロン・子育てサロン  

地域住民の皆さんが、集い、住民同士のつながりを持てる場である「ふれあいサロン・子育て

サロン」７１団体へ支援を行いました。身近な地域にサロンが開設されるよう、立ち上げ希望者

向け説明会を２回開催し、その内、１回は地域に出張しての説明会を開催した他、個別の相談に

も対応しました。活動しているサロンの開催情報は、３か月ごとに開催予定チラシを各版２,５０

０部発行し、市民へ情報提供を行いました。  

既存のふれあいサロン向けに代表者会議を合計４回開催しました。各サロン間で情報交換や新

しい取り組み内容の紹介を行いました。また、研修を合計４回開催しました。  

（実施状況はP３１～３３に掲載）  

（実施実績）                                

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

登録数  74人 75人 70人 71人 

利用者数  6,635人 11,804人 12,777人 14,741人 
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（５）［市民による日常生活支援の充実］  

①小地域福祉活動への支援  

既存の市内５か所の「玉川学園地区社協」「南町田福祉ネットワーク」「鶴川地区社協」「相

原地区社協」「みなみ地区社協」の継続的支援を行いました。各地区社協の人材育成事業の活性

化と円滑な自主的な運営が行われるよう継続的に支援を行いました。  

  

（６）［効果的な相談体制づくり］  

①心配ごと相談  

心配ごと相談は、民生委員・児童委員に相談員として協力していただき電話で１２０件の相談

を受け付けました。相談内容は、「家族、親子、親族」「生き方こころ」「日常生活」の順に相

談が多く、民生委員・児童委員には相手に寄り添った傾聴、相談内容に応じ他機関の紹介を行う

など「つなぎ役」を担っていただきました。相談員研修を行い、電話相談や傾聴の基本、相談事

例に基づいた対応を学び、より質の高い相談を提供できるよう体制整備に努めました。  

  

②子どもパソコン相談「ここなび」  

子どもパソコン相談「ここなび」（こころのナビゲーション）は、小学生から高校生までのい

ろいろな悩み事を募り、公募した相談員により質疑や回答を一般化したＱ＆Ａ方式として、ホー

ムページ上で公開するものです。寄せられたメールの総数は４７６件、そのうち３６件の相談内

容と回答を公開しました。    

（実施状況はP３３に掲載）  

（相談実績）                                    

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

心配ごと相談  80件 118件 116件 120件 

子ども  

パソコン相

談  

トップページ  

アクセス  
1,038件 2,301件 3,452件 2,793件 

内容別アクセ

ス  
78,766件 363,369件 506,093件 142,130件 

                               

（７）［福祉専門人材の確保にむけた支援］  

①福祉のしごと相談・面接会実施  

 市内の福祉職場で就職を希望する人と求人募集施設との地域密着面接会「福祉のしごと相談

会」を８月９日に町田市文化交流センターで開催し、１４団体が参加しました。５１名が来場

し、５人の採用につながりました。  

 

（福祉のしごと相談会実施実績）  

参加施設の分野  施設数 採用数 ブース来場者延べ人数 

障がい分野  6施設 2人 48人 

高齢分野  6施設 1人 40人 

児童分野  2施設 2人 19人 

合計  14施設 5人 107人 
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４ ボランティア活動推進事業  

（１）［新たな担い手の確保］  

①夏体験ボランティア  

 「夏体験ボランティア」は、７月２１日から８月３１日までの期間にのべ１１２団体の施設で

ボランティアを受け入れていただき、６７名が参加しました。  

「公立学校初任者課題別研修（ボランティア活動）」に協力しました。研修対象は、町田市の

公立学校で勤務する１年次の教員です。町田市教育委員会指導課からの要請により、３日間の研

修を１２名に対し行いました。  

また、市内の主に小中学校での車いす体験、アイマスクを用いての視覚障がい者体験、手話、

点字の体験学習や障がい当事者からの講話を聴く福祉体験学習への協力を行いました。  

（実施状況はP３４に掲載）  

（福祉体験学習への協力実績）  

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

学校数  59校  77校  94校  90校  

児童・生徒数  5,548人   6,426人  8,923人  7,858人  

スタッフ数  278人  439人  627人  618人  

                              

③ ボランティア養成講座  

 ボランティア活動を行う際、技能の習得が必要なボランティア活動を推進するため、傾聴ボラ

ンティア（啓発・養成）講座、災害ボランティアコーディネーター養成講座を開催しました。２

０２３年度、応募僅少のため未開催となった企画講座「福祉体験学習支援養成講座」については

内容を見直し「ボランティアきっかけ作り講座」として実施し、１５名の参加がありました。  

（実施状況はP３４掲載）  

 （講座実績）  

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

開催数  148回  11回  10回  10回  

受講者  213人  95人  108人  89人  

 

（２）［地域活動・ボランティア活動の支援］  

①ボランティア相談・支援事業  

 ボランティア活動を希望する個人やボランティアの応援が欲しい個人・団体・施設等の相談に

応ずるとともに、活動先の紹介、調整や情報提供を行いました。 

                （実施状況はP３５に掲載）  

（ボランティア相談）  

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

依頼  67件  78件  113件  139件  

紹介  42人  46人  168人  78人  
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（ボランティア登録状況）  

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

個人  127人  112人  110人  124人  

団体  156団体  146団体  145団体  131団体  

 

③ボランティア団体への活動支援  

ア ボランティア・行事保険受け付け  

ボランティア活動中や福祉行事の開催中の事故やけがに対応したボランティア保険・行事保険

の加入受け付けを行いました。ボランティア保険の加入については、各地区の〇ごとにおいても

受付を行い、加入者が増えています。  

（実施状況はP３５に掲載）  

（ボランティア保険加入状況）                      

２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

1,030人  1,350人 1,490人 1,545人  

（行事保険加入状況）                            

２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

208件 268件 343件  342件  

  

 イ 会議室、ロッカー等の貸し出し  

ボランティア活動に関する会議、打ち合わせや活動など、様々な目的に応じてスペースの貸し出

しを行いました。また、社会福祉だよりへの掲載を通じて、ボランティア団体主催の講座や行事と

いった活動情報を市民へ効果的に周知できるようサポートしました。                  

 （実施状況はP３５に掲載）   

 （会議室利用実績）                  

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

利用件数  利用人数  利用件数  利用人数  利用件数  利用人数  利用件数  利用人数  

講習室  526件  6,193人  678件  12,465人  719件  11,428人  703件  13,322人  

活動室A  477件  4,691人  622件  6,291人  648件  5,074人  608件  5,435人  

活動室B  443件  4,230人  519件  4,800人  603件  3,944人  560件  4,684人  

サロン  148件  2,646人  325件  7,183人  307件  5,609人  312件  5,671人  

合 計  1,594件  17,760人  2,144件  30,739人  2,277件  26,055人  2,183件  29,112人  

  

（ロッカー利用実績）  

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

利用数  56件  59件  60件  58件  

  

④ ボランティアセンター運営委員会  

 運営委員会は地域福祉推進部会との合同会議として１回開催し、「災害ボランティアマニュア

ル」の改定とアプリ（災害時ボランティア登録等）による運用の検証結果について検討いただき

ました。 

 （実施状況はP３５に掲載）  
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８ 避難者孤立化防止事業  

（１）［地域における見守り支援体制の充実］  

①避難者孤立化防止事業  

２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災により、町田市に避難して来られた方々を対象

に、避難者の孤立化を防止するため訪問や電話による安否確認を行うとともに困りごとなどの相

談に対応しました。本会が把握する２１世帯５９名の方々へ、訪問等による相談事業４７８回

（個別訪問３３８回、電話相談１４０回）を行いました。  

  （実施状況はP３６に掲載）  

 

９ いきいきポイント制度事業  

（１）地域福祉の担い手の育成  

①町田市いきいきポイント制度  

 ６５歳以上の方々が社会活動に参加することにより、住み慣れた地域で健康にいきいきと暮ら

せること（介護予防）を目的としています。２０２４年度は登録者向けの研修会を４月から３月

まで１５回開催しました。                 

  （実施状況はP３６に掲載）  

 （登録数）                          

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

登録者  2,131人 2,119人 2,102人 2,083人 

新規登録者  79人 126人 119人 140人 

活動紹介者数  100人 206人 370人 396人 

登録施設・団体  244団体 241団体 240団体 245団体 

新規登録施設・団体  6団体 2団体 6団体 5団体 

 

（登録研修会）  

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度 

開催数  13回  15回  13回  15回  

参加登録者  79人  126人  119人  140人  

  

１０ 受験生チャレンジ支援業務事業  

（１）［生活安定応援事業］  

①受験生チャレンジ支援貸付事業相談  

 高校や大学などの受験費用や学習塾の費用について、一定所得に満たない世帯の子どもを支援

する貸し付け事業を行いました。また、広報活動として、市内の塾等に対してのパンフレット配

布の他、中学校校長会にて事業説明を行い、中学３年生に周知していただくようにしました。  

  （実施状況はP３７に掲載）  
 

（相談実績）                              

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

相談数  1,448件 2,683件 2,151件 2,433件 

貸付決定数  270件 473件 375件 417件 
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２３ 介護予防・日常生活支援総合事業  

①［市民による日常生活支援の充実］  

生活支援コーディネート事業  

町田市からの受託事業である、全域コーディネーターとして、市内１２カ所のそれぞれの高齢

者支援センターに配置されている生活支援コーディネーターの包括的な事業運営を行いました。  

「生活支援コーディネーター連絡会」を年間１１回開催し、各高齢者支援センターの生活支援

コーディネーターに対して必要な情報提供を行うとともに、情報共有や意見交換の場を設けるこ

とで、業務水準の向上をはかりました。研修会では「コミュニティコーピングの体験と気づきの

共有」の疑似体験型研修を行い、地域住民との関わり方を学び、コーディネーターの能力向上に

取り組みました。また、町田市支え合い連絡会を２回開催し、１２月２３日から始まった移動販

売をきっかけにしたコミュニティーづくりや、今後の展開の協力等を、全市的な取り組みにして

いくアイデアについて検討することができました。生活支援団体への支援として、「町田市生活

支援団体ネットワーク連絡会」を２回開催し、各活動団体の紹介や担い手不足について意見交換

を行いました。また研修会「団体活動活性化のヒント」を開催し、活動の活性化に繋げました。

本事業については、２０２４年度をもって、委託先変更にともない、本会の受託は終了となりま

した。  

 （実施状況はP３７～３９に掲載） 

  

２４ おうちでごはん事業  

（１）［子ども・子育て家庭への支援］  

①おうちでごはん事業の実施  

 児童扶養手当の受給世帯（２,０３８世帯）の対象世帯に町田市が事業案内を送付し、３５６世

帯９５６食の申し込みがありました。選考の結果、４月２９日から翌年３月２１日までの期間

に、１１６世帯へ３４０食、年２４回、合計８，１８２食（キャンセル分含む）の配食を行いま

した。また、利用家庭からの相談や生活状況を配達ボランティアから聞き取りをし、町田市子ど

も家庭支援課へつなぎました。            

 （実施状況はP３９に掲載）  

  

２６ フードバンクまちだ  

（１）［生活に困りごとを抱えた世帯等への支援］  

①フードバンクの運営  

 フードバンクまちだを運営し、行政・関係機関からの仲介により、食に困っている世帯に対し

ての食品を提供、また、生活困窮世帯の支援を行っている団体や食事や弁当の提供を行う子ども

食堂等の団体に対しても、調味料や食材、お菓子を提供しました。  

 

②フードドライブの開催  

南市民センター・成瀬コミュニティセンターに続き、１０月から忠生市民センターでの常設型

フードドライブを開始し、食品寄付がしやすい環境を整えました。  

また、他の常設型フードドライブでも、市民や企業から多くの食品寄付をいただき、フードバ

ンクやフードドライブが定着してきました。  
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   回数  内 訳  

食品寄付受付回数  239回  市民       120回  

企業        49回  

行政        57回  

社会福祉法人    2回  

その他        11回  

食品提供回数  204回  ごはんでエール  4回（174世帯）  

学生にエール   12回  

行政関係機関   72回  

子ども食堂等   91回  

おうちでごはん事業非該当 2回（260世帯）  

〇ごと      12回  

その他社協事業  11回  

 

 ２７ 手話講習会事業  

（１）［新たな担い手の確保］  

①手話講習会の開催  

町田市受託事業として手話講習会を開催しました。手話講習会は、入門、基礎、上級、養成そ

れぞれ昼の部・夜の部として合計８クラス、各３３回開講しました。  

はじめて手話を学ぶ人向けの入門クラスには、昼・夜合わせて７２名の定員を超える応募があ

り、大変好評でした。  

（実施状況はP３９に掲載） 

 

 

２８ 安心・暮らし事業  

① 地域福祉コーディネーターの配置  

 ２０２３年１月４日に堺地区に開設した「まちだ福祉〇（まる）ごとサポートセンター堺」、

２０２４年１月４日に開設した「まちだ福祉〇（まる）ごとサポートセンター鶴川」は、年間を

通じた運営を行いました。新たに１０月1日には「まちだ福祉〇（まる）ごとサポートセンター

忠生」、「まちだ福祉〇（まる）ごとサポートセンター南」を受託し、拠点は４ヶ所になりまし

た。 相談者への訪問などの支援のほか、地域の方との関係づくりや課題解決のために、イベント

へ参加したり、活動団体の会議等に出席しました。その他、各種会議や関係機関との意見交換の

場へ出席するなど、延べ５，３１１件の相談支援活動を行いました。  

また、地区内からの福祉相談の他、ボランティアセンター業務、フードバンク事業、ファミリ

ー・サポート事業など社協本部との連携を通して、地域づくりや参加支援に取り組みました。  

（実施状況はP４０に掲載） 

（相談実績）                        （延べ）  

  ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 

〇ごと堺  315件 1,371件 1,836件  

〇ごと鶴川  － 318件 2,045件  

〇ごと忠生  － － 787件 
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〇ごと南  － - 643件 

（堺・鶴川は通年、忠生・南は6か月の実績）  

  

３０ 同行援護事業  

① ガイドヘルパーステーションの運営  

 障がい福祉サービス事業として、移動に困難を抱える視覚障がい者へ外出する際に必要な援助

を行うガイドヘルパーを派遣しました。なお、同行援護事業については、東京都の指定を受ける

のに必要なサービス提供責任者の確保が困難になり２０２４年度をもって事業を終了しました。

継続契約を望まれる利用者、ガイドヘルパーについては、他の指定事業者に引継ぎました。  

                        （実施状況はP４０に掲載）  

 （利用実績）  

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

利用者  563人  557人  797人  466人  

利用時間  10,616時間  11,072.5時間  9795.5時間  8,163.5時間  

                               

３２ 歳末たすけあい運動事業  

（１）［募金活動等］  

 歳末たすけあい募金活動については、１２月１日から１２月２８日まで、町内会・自治会、市

内ボランティア団体、市内福祉施設等をはじめ、多くの方々の協力を得ながら実施しました。町

田駅周辺において街頭募金活動を２日間行いました。  

 

（募金実績）                                  

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

歳末たすけあい運動 4,614,839円  4,598,833円  4,123,963円  4,320,348円  

 

３４ 赤い羽根共同募金町田地区協力会  

（１）［募金活動等］  

 赤い羽根共同募金活動については、共同募金会町田地区協力会として１０月１日から１２月２

８日まで実施しました。町内会・自治会、市内福祉施設等、多くの方々にご協力をいただきまし

た。運動初日となる１０月１日には町田市民生委員児童委員協議会の協力をいただき、市内の駅

周辺等での街頭募金活動を実施しました。募金額については減少傾向にありますが、昨年度実績

を上回りました。  

 

（募金実績）                               

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

赤い羽根共同募金  3,983,149円  3,994,000円  3,629,817円  3,691,166円  

  

（２）〔地域福祉活動への助成事業〕  

歳末たすけあい募金で集められた募金を、ボランティアや地域活動団体等が行う地域の支え合い

活動に対して共同募金町田地区配分推薦委員会にて審議し、適切に配分しました。  
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また、赤い羽根共同募金で集められた募金は東京都共同募金会に集められ、福祉施設等の備品整

備等のために配分されます。市内の福祉施設からの配分申請に対して、共同募金町田地区配分推薦

委員会にて申請内容を審議し、東京都共同募金会の配分推薦委員会へ推薦を行いました。  

 

（配分実績）                                 （円）  

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

歳末たすけあい募金  4,282,713円  4,466,464円  3,925,581円  4,083,045円  

赤い羽根共同募金  2,840,000円  2,580,000円  2,590,000円  2,350,000円  
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３ 相談支援課 

相談支援係 
 成年後見制度中核機関業務事業では、本人の意志を尊重した支援をどのように進めていくかを

意識し、関係機関と連携をとりながら本人の権利擁護につながる支援を行いました。  
２０２４年度も「権利擁護支援検討委員会を」月１回開催し、関係機関からの要支援者の権利

擁護や意思を尊重した支援に関する相談に対して、成年後見制度を含めた適切な支援について、委

員から意見や助言をいただきました。成年後見人等が選任された後も必要に応じて、後見人等を

含めた本人を支援する関係機関がチームで支援が行えるよう調整等を行いました。 
また、成年後見制度中核機関としての『福祉サポートまちだ』の取り組みや、市民後見人の育

成事業などについて、東京都や都内自治体などからの視察や講演の依頼に本年度も積極的に対応し

ました。   
第６期市民後見人育成研修は、２年目を迎え、前年度に基礎研修を修了した方々が実務者研修

と生活支援員活動に取り組みました。実務者研修では、後見業務に加えて、受講生同士の横のつ

ながりや地域の社会資源、ネットワーク作りの機会が提供されました。また、生活支援員活動を

通じて、地域社会での具体的な支援活動に関与し、実際のニーズに応える能力を育むことができ

ました。  
法人後見監督業務については、市民後見人が適正な活動が行えるよう指導・助言に努めまし

た。また、法人後見（保佐類型）を前年度に引き続き１件受任しました。   
  

１２ 福祉サービス利用援助事業   
（１）［地域福祉権利擁護事業］   
市内にお住まいの知的や精神に障がいのある方や高齢者で、ご自身の意思で契約を結ぶことが

できる方を対象に、福祉サービスなどの利用に関わる手続きのお手伝いや、日常的な金銭の支払

い、通帳などの大切な書類をお預かり・保管を行いながら生活支援をしています。  
 認知症や障がい等で判断能力が不十分な方の利用ニーズが増加する中、新規利用契約に対応す

るため生活支援員を採用し、事業体制の充実に努めました。また、判断能力の低下が進み、本事

業の利用が厳しくなった方たちに対しても、成年後見制度利用に移行するなど必要な支援につな

げました。                                      
（実施状況はP４１に掲載）  

（相談・利用実績）   
   ２０２１年度   ２０２２年度   ２０２３年度  ２０２４年度   
相談数   4,858件   5,510件   5,623件  6,194件   
契約継続数   112件   120件   123件  123件   

    
④生活支援員連絡会  

 地域福祉権利擁護事業の利用者の支援に関わる生活支援員が、日ごろの活動をとおして感じて

いる悩みや疑問について生活支援員同士や専門員と共有や情報交換、生活支援員活動に必要な知

識や技術を身に着けることを目的に年２回開催しています。  
  

１３ 法人後見・監督事業   
① 法人後見・監督の実施  
［法人後見監督の実施］   
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 市民後見人が受任している３１ケース（年間延べ件数）についての後見監督人（２０ケー

ス）、保佐監督人（８ケース）、補助監督人（３ケース）を受任し、監督業務を行いました。   
  
［法人後見の実施］   
法人後見（保佐類型）を１ケース受任しました。   
   

１４ 福祉サービス総合支援事業  
判断能力に不安のある方を支援する制度について、市民からのご相談に対応し、適切な支援が

受けられるよう情報提供に努めました。 
 
②要支援・要介護高齢者及び身体障がい者に対する福祉サービス利用援助  

移動困難であると認められる高齢者及び身体に障がいがある方を対象に、地域福祉権利擁護事業

（対象拡大）による支援を行いました。                   
（実施状況はP４２に掲載）  

  
③ 苦情調整第三者委員会  

 市民からの福祉サービスに関する苦情について、当事者間での解決が難しい場合に、第三者の

視点から調整を行う委員会として、利用者やそのご家族等３１件の相談に対応し、利用者の支援

を行いました。                

（実施状況はP４２に掲載） 

  

 ④弁護士による福祉法律相談  

高齢者・障がい者のための弁護士による福祉法律相談を毎月１回（原則第３火曜日の午後）実

施し、２２件の相談を受けました。   
   

１５ 成年後見制度中核機関業務事業   
成年後見制度は、判断能力に不安がある方も安心して生活できるよう、後見人等の援助者によ

る財産管理や契約手続き等により法的に本人の権利を守る制度です。 市民や関係機関からの相談

対応や、広く制度の普及啓発につながるPR・広報、成年後見人等への支援を行いました。  
                                           （実施状況はP４２に掲載）  
 

① 市民・関係機関からの相談対応  
（対応別数）   
対応／年度   ２０２１年度   ２０２２年度   ２０２３年度   ２０２４年度  

相談・説明   229件   230件   244件   164件  

調整・任意後見  5件   5件   3件   1件  

申し立て支援   16件   23件   21件   15件  

市長申し立て   16件   14件   20件   24件  

合計   266件   272件   288件   204件  

        
② 制度普及や利用促進のための講演会等   
［学習会］   
本年度の成年後見制度学習会は、「知っておきたい！『家族信託と成年後見制度』」をテーマ

に、リーガルテーラー司法書士・行政書士事務所 司法書士・行政書士 中溝恒士氏をお招きし

て、集合形式で実施しました。３４名の参加がありました。  
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［講演会］   
成年後見制度を身近に感じていただくことを目的に「寸劇から学ぶ 成年後見制度のいろは」と

題し、２月２２日（土）２部構成で実施しました。第１部では、東京司法書士会 三多摩支会 家
事事件対策部成年後見対策委員会による寸劇「成子と後見制度」を上演いただき、成年後見人等

は、本人の生活をどのように支援することができるかを分かりやすく伝えました。第２部では、

司法書士の広川正一郎氏による成年後見制度の仕組みについてお話しいただきました。当日は１

４２名の参加がありました。  
   

③ 他の成年後見制度相談窓口との連携   
各高齢者支援センターと連携し、成年後見制度についての相談対応や情報提供、必要に応じた

専門機関へのつなぎなどを通じて、制度の利用促進に取り組みました。 また、成年後見制度相談

窓口の職員を対象とした、制度周知・活用につながる研修を１回実施しました。２０２４年度

は、事例を通じた町田市権利擁護支援検討委員会の活用について学ぶ機会を設けました。  
  
④ 各後見人等の支援、連絡会、研修会   
専門職後見人や市民後見人、親族後見人を対象に研修会・連絡会などを行いました。また、各

後見人等からの相談にも随時対応しました。  
・第三者後見人連絡会サルビアネット           ２回開催   
・親族後見人連絡会                   １回開催   
・市民後見人向け研修会                 ４回開催   

    
⑤ 地域ネットワークの活用として協議会の開催   
 町田市成年後見制度利用促進協議会を２回開催しました。  
第１回では、本会からまちだ福祉〇（まる）ごとサポートセンター事業の報告を行いました。

また、各委員からは地域で活動している立場から支援が必要な人を早期に発見し、早期支援につ

なげるための検討や課題の共有も行いました。  
第２回では、法人後見の支援に向けた検討をテーマに、本会と町田市福祉総務課からそれぞれ

視察の報告を行い、各委員と法人後見についての意見交換を行いました。  
  

⑥ 福祉サポートまちだ運営委員会   
２０２４年度は２回開催し、成年後見制度中核機関の活動を報告し、意見や助言をいただきま

した。   
  
⑦ 市民後見人候補者育成研修の実施   
２０２３年度から第６期市民後見人育成研修を開始しました。２年目となる２０２４年度は、実

務者研修として６日間の集合研修に加え、高齢者や障がいのある方々の当事者団体を講師に迎え

た「町田の福祉を理解する研修」を２日間実施しました。 
また、並行して実習（生活支援員活動）を１年以上１２回以上従事し、実習を終えた受講生か

ら順次最終面接を実施し市民後見人に登録します。  
   
（市民後見人候補者育成研修 修了者数）  

コース名  ３期  ４期  ５期  ６期  

修了者数  8名  24名  19名  23名  
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⑧ 市民後見人育成支援のための市民後見人育成委員会の活用   
市民後見人育成委員会を４回開催し、第６期市民後見人育成研修・実務者研修の進捗確認や、

第７期市民後見人育成研修の募集要項および基礎研修カリキュラムの検討、第６期市民後見人育

成研修の選考審査などを行いました。   
  

⑨ 市民後見活動のための相談支援対応  

 ２０２４年度末時点で、５６名が市民後見人として登録しています。市民後見人に対して、市

民後見人育成委員による各種面談や、市民後見人を後見人等候補者とする受任案件に関するマッ

チング会議を実施しました。  

［各種面談］  

 受任者面接（受任後概ね３か月を目安に実施）  ７名参加  

 定期面接（家庭裁判所に提出する１年に１回の定期報告後に実施） １８名参加  

 更新面接（市民後見人登録更新時期に実施）   ６名参加  

  

［市民後見人受任候補者の受任案件に関するマッチング会議］   
マッチング会議を４回開催し、市民後見人の受任調整を４件行いました。   

  

⑩ 成年後見サポーターの活動支援  

 ２０２４年度は２４名が登録し、計５９名となりました。先述の２月２２日に実施した講演会

で受付や案内等の協力をいただきました。  

  

⑪ 親族後見人に向けた支援  

先述の親族後見人連絡会の他、支援を希望する親族後見人１７名に対して、年に１回の家庭裁

判所への定期報告に向けてのアドバイスなどの文書を送付しました。  

  

⑫ 権利擁護支援検討委員会   
適切な利用者支援のため、権利擁護支援検討委員会を開催し、２５件が市長申し立てとして進

めていくこととなり申し立ての事務手続きを行いました。   
 

（市長申し立て事務）   
   ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

権利擁護支援検討委員会   11回   12回   11回   11回  

申し立て事務手続き数   25件   22件   13件   25件  

   
２２ 市民後見人活性化基金事業   
市民後見人活性化基金事業は、市民からの寄付を基に、市民後見人の活動を支援します。２月

２２日に実施した講演会などの機会を通じて本基金の目的や活動をお伝えし、寄付の協力をお願

いしました。  
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学童保育事業では、安全で安心な楽しい居場所作りを基本に、年齢の違う子どもたちが関わり

合って、楽しく育ち合えるように保育を行いました。学童保育クラブでの取り組みについて、利

用者および市民の方に知っていただくために、ＩＣＴシステムコドモンやホームページ・フェイ 
スブック・インスタグラム等で、子どもたちの様子の写真を交えて発信しました。学童保育課

事務局では、２０２３年度に取得したＩＳＯ２７００１認証（情報セキュリティマネジメントシ

ステム国際規格）を継続し、情報管理の徹底に努めました。 
ファミリー・サポート・センター事業は、子育てを手助けしてほしい人（依頼会員）と、子育

てを協力してくれる人（援助会員）が会員となり、地域の中で子育ての相互援助活動を支援する

事業です。事業の周知のためにＰＲ動画を作成し、ＳＮＳ上で発信したり、出張説明会・登録会

を子どもセンターなど複数の場所で実施しました。  
 
学童保育係  

２１ 学童保育事業  
（１）［学童保育クラブの運営］ 
環境や福祉について考えるきっかけづくりの取り組みとして、廃材や空き箱等を利用したリサ

イクル工作、花や野菜などの栽培活動、福祉施設との交流などを実施しました。学童保育クラブ

の取り組みを市民の方に知っていただいて、地域の方とのつながりを持つために、市民協働フェ

スティバル「まちカフェ」に参加し、ＳＤＧｓ工作のワークショップを行いました。 
子どもたちの豊かな成長を支援するために、児童の権利擁護に関する研修やグループワークを

繰り返し実施し、職員の質の向上を図りました。  
                              （実施状況はP４３に掲載） 
 
（クラブ数・在籍児童数）                      4月1日児童数  
  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  

クラブ数 15か所  15か所  15か所  15か所  

在籍児童数 1,476人  1,644人  1,761人  1,874人  

高学年児童数 199人  308人  350人  419人  

  
（２０２４年度月別在籍児童数）                         (人)  

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  10月  11月  12月  １月  ２月  ３月  

1,874 1,838 1,833 1,834 1,904 1,796 1,753 1,732 1,710 1,695 1,663 1,653 

                              
（２）［地域の子育て支援事業］  
 地域の乳幼児とその保護者の交流の場として５つのクラブを開放し、子育て支援事業「にこに

こほっとサロン」を開催しました。地域子育て相談センターとの共催事業として、子育て講座を

実施しました。                        
（実施状況はP４３に掲載）  

 

４ 学童保育課 
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（子育て支援事業実施回数・参加人数）  

  
クラブ名  

２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  
実施 
回数 

参加 
人数 

実施 
回数 

参加 
人数 

実施 
回数 

参加 
人数 

実施 
回数  

参加 
人数  

なんなる  

新型コロナウイ

ルス感染拡大防止

のため中止  

  
  
新型コロナウイル

ス感染拡大防止のた

め中止  
  

7回 4人 8回  22人 

森野  7回 40人 8回 68人 

野津田  7回 2人 8回 14人 

高ヶ坂  6回 21人 8回 46人 

鶴間ひまわり  8回 130人 9回 205人 

合計  35回 197人 41回 355人 

                              
（３）［町田市内学童保育クラブ絵画作品展］  
 町田市内学童保育クラブ絵画作品展は、１１月２８日（木）～１２月１日（日）の期間、町田

市立国際版画美術館市民展示室で、「わたしがたのしいとき」をテーマに開催しました。６法人２

３学童保育クラブから５８５点の応募があり、優秀な作品１２点を表彰しました。表彰作品など

は、小田急百貨店町田店レストラン街通路や、町田市民文化祭で展示させていただき、多くの市

民の方に学童保育クラブを知っていただくことができました。  
 

  会長賞 優秀賞 
被表彰者 1人 11人 

  
  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  
参加団体数／運営団体数  5/11団体 6/11団体  4/11団体  6/11団体  

参加クラブ数／市内クラブ数  22/43クラブ 23/42クラブ  21/42クラブ 23/42クラブ 

応募作品（点）  545点   628点  539点  585点  

来場者数（人）  863人 1,315人  843人  831人  

  
２５ ファミリー・サポート・センター事業     
事業の周知や市民の利便性向上のため、鶴川地区協議会主催の３水スマイルラウンジや子ども

センターなどで出張説明・相談会を実施しました。また、まちだ福祉〇ごとサポートセンターに

来所していただいた入会希望の方を対象として、オンライン登録を行いました。  
（実施状況はP４４に掲載） 

 

  ２０２１年度  ２０２２年度  ２０２３年度  ２０２４年度  
依頼会員 2,455人  2,495人  2,564人  2,638人  

両会員 98人  70人  64人  59人  

援助会員 521人  574人  606人  625人  

会員数合計 3,074人  3,139人  3,234人  3,322人  

活動件数 6,247件  7,005件  7,079件  8,578件  
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